
Of鶉事故の繁り鴨、r雷も」の形で義覆し暮しようl集轟看a番って義朗暮しよう！
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08月7日、第35回全音纂校総合文化集講義式（会場：■濃凰雅量）劇作劇中の、橿島の高校生の青葉0

r福島に生まれて、福島で育って、
福島で働く。福島で結婚して、福島
で子どもを産んで、福島で子どもを
育てる。福島で孫を見て、福島でひ
孫を見て、福島で最期を過ごす。そ
れが私の夢なのです」

◆事故の索任者たらは、高校生のこの言葉をどう受け止めるのでしょう。
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署名にご協力くだ±い！
■「はらまち九条の会」 「小高九条の会」「鹿島九条の会」「相双教職員九条の会」 では、原発事故による放射能汚
染から子ともたらを守るため、除染の早急な徹底を促す下記の「要求書」を、総理大臣はじめ各関係
機関長へ提出することにいたしました。つきましては、「要求書」に添付する「署名」を早急に数多く、
10月20日まで集約し提出したいと思いますので、ご協力ください。
■インターネットのホームページ「はらまち九条の会」でも書名ができるように準備中です。
■署名する万は年齢・男女・居住地を問いません。様々な方にお願いしましょう。
■書名用紙は1校をこの会報と同封します。恐れ入りますが、不足の場合は各自でコピーしてください。

雷名は10月20日の期日厳守で、事務局井上由集く〒975－0031需相馬市原町区鶴町1－43
TELO244－22－7511・FAXO244－26－0892）まで、郵送か、ファックスで、お貴いいたします。

＜要求の理由＞
国は緊急時避難準備区域の才旨定を解除する方針と
のことです。この方針は望ましい方向へ事態が進展
していると歓迎すべきであるかもしれません。しか
し指定解除の根拠が客観的に納得できる数値によっ
て示されなけれ†ま受け入れがたいものと考えざるを
えません。
一般人の平常時年間被曝限度量は1ミリシーベル
ト（1時間あたりに換算すると0．114マイクロシーベ
ルト）とされています。
一方で、医療機関等では、1時間あたり0．6マイク
ロシーベルト以上の区域㈱としノこ18
歳未満の者の立入を禁止してい亭す。また、原発労陶
者の白血病労災認定基準として年間5ミリシーベルト
（1時間あたりに換算し0．57マイクロシーベルト）を
設定しています。被曝リスクに闇値（いきち）はな

いとされているものの、このあたりの放射線豊を職
業的被曝の限度として考えているのでしょう。
原町区教育委員会所管施設（屋外地上1cm）の空
間放射線測定値によると、0．6マイクロシーベルト／h
以下なのは36カ所中7カ所だけです。また、市部局が
測定した市内40カ所（地上1cm）の放射線露値も0．
6マイクロシーベルト／h以下なのは12カ所だlTです。
しかも、これらの全測定点で0．114マイクロシーベル
ト／h未満なのは鹿島区の4カ所だtTです。（2011年9
月14日現在）
成人と比較して子どもは3～1淵まとも放射線に敏
感だとされています。現在、市内には数千人超の学齢
者別居住し、幼児もいます。このままでは、子ともた
らの将来の健康が危ぶまれます。未来に対し責任を果
たせるまちにするため、わたしたちは関係機関に対し
そのすみやかな対処をつよく要求します。



篭蒜蒜蒜箭蒜アクション
ヱ「さようなら原発・全国一千万署名」

事静事項
1．原子力発電所の新規計胃を中止し浜胃をはじめとした、載存
の庸子ヵ条t所の計首的な虎炉を実施することを求めます。

Zもっとも危験なプレトニウムを利用する、轟鳶媚柵炉「抽」およ
び槻触腱することを求め手れ
3．省エネルギー・自然エネルギーを中心に据えた、エネルギー政

策への転換を早急に始めることをもとめます。
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呼びかけ団体／呼びかけ人

「さようなら原発J一千万署名　市民の金

呼びかけ入　内格寛人　大江健三郎　落合恵子

鶴田麓　　坂本龍一　　澤地久枝

瀬戸内寂聴　辻井蕎　　鶴見俊輔

〒101・0062　東京都千代田区神田駿河台3－2－11

総評会館1階　原水禁気付

電話0三ト5289・8224　nlXO8・5289－8223
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（小高区・青田利幸）

鰍払う′
9月19日（月）東京・明治公属へ
ずっとさいたま市に避難しています
机19日、事務局長の山崎さん夫妻
と明治公園での「さようなら原発5万
人集会」に参加。これまで私が参加
した集会では見たこともない動
に驚き、小高から避難している知人
や、原町や相馬市からバスでやって
来た人々にもたくさん会いました。
ステージ上の大江健三郎氏や内橋
売人氏、澤地久枝さんや落合恵子さ
んをすぐ目の前に見て、俳優山本太
郎さんも飛び入りで「脱原発」をア
ピール。福島みずほ社民党主とチヤ
ツカリ写真を一緒に撮りました。
手作り看板を掲げて、原宿から渋
谷のNHKホール前までパレードしまし
たが、沿道の人々や車から手を振った
り列に加わる若者もいて、これまで
とは違う手応えを感じています。皆
さんも一緒に行動を起こしましょう。
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脱原発を療えデモ行進する市民ら
＝＝東京都設留区で19日、小林努瀬野


